
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。

※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成

明治安田アセットマネジメント株式会社　金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第405号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加入協会：一般社団法人投資信託協会/一般社団法人日本投資顧問業協会

為替レートの推移（対米ドル）
（期間：2021年6月30日～2022年7月22日）
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※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202207_outlook.pdf

●当資料は、明治安田アセットマネジメント株式会社がお客さまの投資判断の参考となる情報提供を目的として作成したものであり、投資勧誘を目的とするものではありません。また、法令にもとづく開示書類（目論見書等）ではありません。当資料は
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ユーロ/円 139.18 ▲0.51 ▲4.77

米ドル/円 136.05 ▲2.54 0.19 22.38

為替見通し

マーケットの動き（2022年7月18日～7月22日） 為替レートの推移（対日本円）
（期間：2021年6月30日～2022年7月22日）

先週の為替市場は、米ドルは対円で下落（円高）しました。
FRB（米国連邦準備制度理事会）が7月のFOMC（米国連邦公開市場委員会）で1%の
大幅利上げに踏み切るとの観測が市場で後退したほか、7月の米国PMI（購買担当者
景気指数）速報値が前月比で悪化したことによる米国長期金利の低下により、ドル売
り圧力が高まりました。
ユーロは対円で下落した一方、対米ドルでは上昇しました。

情報提供資料
2022年7月25日

投資環境見通し（2022年7月）

変動幅（円）

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
7月22日

円に対して、米ドル、ユーロともにレンジ内での動き
米国、ユーロ圏ともに金融政策は利上げ方向にありますが、金融市場においては織り
込みが進んでおり、当面は今後の景気悪化も意識されやすい状況とみられます。一
方、日銀は緩和的な金融政策を継続する姿勢を示し、国内長期金利はレンジ内での動
きにとどまるとみられることもあり、日米金利差のさらなる拡大は限定的とみていま
す。米ドル、ユーロはともに景気動向を注視しつつ、当面は円に対してレンジ内での
動きになるとみています。
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